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	井戸水のヒ素汚染で健康被害

大学病院から茨城県南部の神栖町において、同じ敷地内の住民が同様な症状を呈しているので、井戸水の検査をしてもらいたいとの依頼があった。茨城県が井戸水の検査をしたところ水質基準の450倍のヒ素を検出された。原因は近くに旧日本軍の研究所があり、そこからの毒ガスによるもと考えられた。そこで、大変特異な、ヒ素の井戸水汚染による健康被害であるので、現在までに判明している概要をお知らせします。

発　　端　３月17日に筑波大学附属病院から潮来保健所へ、茨城県南部の神栖町において、患者及

び同じ敷地に住んでいる住民が同じような症状なので、井戸水の検査をしてもらいたいとの依頼があった。

神 栖 町   茨城県南部。鹿島灘と利根川に接し、アントラーズの鹿嶋市の南隣

検査結果   井戸水からヒ素を4.5mg/ｌ検出（水質基準値　0.01mg/ｌ）（3月20日）

このヒ素をスクリーニングしたところ、自然界に存在しない有機ヒ素で殆どがジフェニルアルシン化合物であった。

当該井戸利用者　８棟続きの平屋の賃貸住宅

11世帯28人（現居住７世帯14人、旧居住４世帯14人）

健康被害者数   20人（５月21日現在）

症　　状   めまい、手の震え、歩行困難、幼児・児童の運動発達遅滞、言語障害

被害者の毛髪検査　　調査者10人(体調不良８人、症状ない２人)

結果：ヒ素を0.6～8.7ppm検出(日本人の正常値　0.05～2.0ppm)

また、住民の尿からは有機ヒ素化合物のジフェニルアルシン化合物とモノジフェニルアルシン化合物が検出された。高濃度に検出された男児、女児は手足のけいれんや震え、運動発達の遅れがあった。

周辺井戸の検査結果　西方約１Kmを中心に周囲500ｍの井戸397件を調査（４月４日）

結果：ヒ素が基準(0.01mg/ｌ)以上が47件、その内５件から0.10mg/ｌを超えていた。

小学校4校のプール用井戸から、水質基準を超えるヒ素を検出。

ジフェニルアルシン化合物　旧日本軍が製造した嘔吐剤(くしゃみ剤)であるジフェニルシアノアル

シン又はジフェニルクロロアルシンの分解生成物と見られた。いわゆる毒ガスに使われていた。神栖町には戦時中に旧日本軍の中央航空研究所（始めの井戸から西方約２Km）があり、隣の飛行場で人間爆弾の訓練も行われたという。
対　　策　国：治療に要する費用の支給など必要な支援を検討。５月29日から環境省による「地中の汚染源調査」が開始された。

以前の情報  1999年１月、民間企業の寮（今回の井戸から約400ｍ離れた場所）で使っていた地下
水から水質基準の44倍のヒ素が検出されていた。当時、保健所は、寮周辺の井戸の水質検査をしたが、いずれも基準以下だったので「自然界に存在するレベル」と推定、調査を打ちきり、住民に広報しなかった。（読売新聞、5月29日）

参 　 考

  昨年9月、神奈川県寒川町の国道工事現場から発見された旧日本軍の毒ガスのイペリットとは成分が異なる。今後、国において、旧日本軍の毒ガス処理の現状把握と対策が急務である。また、４年前の保健所の対応について問題になってくる可能性がある。
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